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1． はじめに 

近年、磁性ナノ微粒子の特性を生かしたバイ

オ・医療応用に関する研究が進められている。特

に、グラファイトで被膜された磁気ナノ微粒子は、

グラファイトがコアメタルである Fe などの酸化

を防ぐため,強酸の中でも安定であり、磁気による

コントロールが可能であるなどの利点から、様々

な医療バイオ分野への応用が期待されている。

我々のグループでは、これまでにプラズマ表面修

飾によりアミノ基を修飾した磁気微粒子を用いた

ウイルスおよび細菌の磁気回収に成功している。 

本研究では、グラファイト外包磁気ナノ微粒子

(GEMNP)のカルボキシル基修飾による高感度細菌

検出法の確立を目指しており、磁気微粒子表面に

修飾したカルボキシル基に大腸菌抗体の固定化お

よび液中大腸菌の検出を行った。 

 

2． 実験方法 

直流アーク放電により作製したグラファイト外

包磁気ナノ微粒子表面に誘導結合型 RF プラズマ

装置を用いて Ar/H2Oプラズマを生成し、磁気ナノ

微粒子表面にカルボキシル基修飾を行った。カル

ボキシル基修飾した磁気ナノ微粒子表面に大腸菌

抗体を Fig.1のような手順で固定化を行い、抗体を

固定化した磁気ナノ微粒子を用いて、大腸菌の磁

気回収を行った。回収した大腸菌および上澄み液

中の大腸菌数はコロニーカウント法を用いて評価

した。 

 

Fig.1: Immobilization of antibody on GEMNP surface 
 

3． 実験結果 

実験結果を Fig.2に示す。用いた磁気ナノ微粒子

量は 1mgであり、大腸菌サンプルは 10
-8まで希釈

したものを用いた。 

 
Fig.2: Comparison of colony forming units for 

GEMNPs with and without antibody. 
 

Fig.2より、抗体を固定化した磁気ナノ微粒子を

用いた場合、固定化を行わなかった場合と比べ、

多くの大腸菌コロニーが確認され、カルボキシル

基修飾した微粒子による大腸菌の高濃縮化が確認

された。 
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